
◆実車ガイド
・ 1972年に登場した１４系座席車は、１２系客車をベースにしながらも

同時期の１８３系特急形電車に準じた仕様となっており、
側窓は大きな二重固定窓とされ、座席は簡易リクライニングシートを
備えています

・ ２００番代はJR西日本が波動輸送用に改良を施した車両で座席の
変更や大型の荷物置き場の設置を行い、併せて塗装変更が
行われました

・ 「リゾート白馬」は神戸～信濃大町間を結んだ春季、夏季の臨時
列車で主に１４系２００番代が使用されました

◆製品化特徴
・ １４系１４形寝台車の連結された「リゾート白馬」を再現
・ オハフ１５-200形は<98274>とは側面青帯の塗り分けが異なる姿を再現
・ オハフ１５-200形のトレインマーク部のＨゴムは黒色で再現
・ オハネ１４形、スハネフ１４形はＨゴムを黒色で再現、その他はグレーで再現
・ オハネ１４形、スハネフ１４形ははしごパーツを再現し装着済み
・ オハネ１４形、スハネフ１４形は洗面所窓が埋められた姿を再現
・ スハフ１４-200形、スハネフ１４形は床下発電エンジンを別パーツで再現
・ トレインマークは「リゾート白馬」印刷済み
・ 機関車用ヘッドマーク「リゾート白馬」付属
・ 車番は選択式で転写シート付属
・ テールライト・トレインマークは白色ＬＥＤによる点灯、常点灯基板装備
・ スハフ１４-200形、スハネフ１４形はＯＮ－ＯＦＦスイッチ付
・ 新集電システム・黒色車輪採用

好評発売中

好評発売中

ＪＲ　１４系客車（リゾート白馬）セット セット両数 6 両

予価 ￥15,500（税抜） 
ＪＲ西日本商品化許諾申請中

◆実車ガイド
・ キハ４０系は1977年に登場した一般形気動車です
・ キハ４７形500・1500番代は新潟地区に新製配置された寒地仕様の

片運転台で、トイレ付きが500番代、トイレなしが1500番代とされました
・ ＪＲ東日本の新津運輸区に所属するキハ４７形は機関更新がなされ、

屋根上には冷房用機器を搭載しています
・ キハ４７-514番と515番は2007年より首都圏色の姿で活躍して

いましたが、2019年12月に惜しまれながらも引退しました

◆製品化特徴
・ ハイグレード（ＨＧ）仕様
・ 新モーター（Ｍ－１３）採用
・ ヘッド・テールライト、前面表示部は常点灯基板採用・ＯＮ－ＯＦＦスイッチ付
・ ヘッド・テールライト、前面表示部は白色ＬＥＤによる点灯
・ ヘッドライトはカラープリズムの採用により電球色に近い色で点灯
・ ＤＴ４４Ａ形台車を装備
・ タイフォンは「シャッター形・スリット形」各大小の４種類からの選択式
・ 車番は印刷済み
・ 車椅子マーク・ベビーカーマークは選択式で転写シート付属
・ 前面表示部は交換式で印刷済みパーツ「普通」を装着済み
・ 前面表示部は交換用「快速」「臨時」印刷済み別パーツを付属
・ フライホイール付動力、新集電システム、銀色車輪採用
・ ＴＮカプラー（ＳＰ）標準装備
・ パッケージは別売のキハ４０・４７形を収納できるブック型車両ケースを採用

好評発売中

2月再生産予定

限定品 ＪＲ キハ４７500形ディーゼルカー（復活首都圏色・新津運輸区）セット セット両数 2 両

予価 ￥11,700（税抜） 
ＪＲ東日本商品化許諾申請中

※製品は、実車の型式・仕様とは異なる場合もありますのでご了承をお願いいたします。　※イラスト・写真などは製品と一部異なる場合があります。

ＪＲ　キハ４０-500形（新潟色・赤）

ＪＲ　キハ４７-500形（新潟色・赤）
ＪＲ　キハ４０-500形（新潟色・赤）

ＤＥ１０-1000形

トミックスインフォメーション

高原へ向かう列車　１４系「リゾート白馬」！

＜別売りオプション＞
室内灯：<0733>ＬＣ（白色）

１６９系（松本電車区・改座車）

●並べて楽しめるお薦め商品●

TNカプラー：<0374>密自連形

ありがとう！新津運輸区キハ４７形首都圏色

＜別売りオプション＞
室内灯：<0733>ＬＣ（白色）

●並べて楽しめるお薦め商品●
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ＪＲ　キハ４７‐500形（新潟色・青）
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■セット内容・編成例

■セット内容・編成例


